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年中 夫婦喧嘩 をして いるので ある。 それ も 仲が良 過 

ぎての ことなら とにかく、 根っから 夫婦 一緒に 出歩い 

たことの ない 水臭い 仲で、 お 互い よくよく 毛嫌いして、 

それでも たまに 大将が 御寮人 さんに 肩 を 揉ませる と、 

御寮人さん は 大将のう しろで 拳骨 を 振り 舞わし、 前で 

見て いる 女子 衆 を 存分に 笑わせた 揚句、 御 亭主の 頭 を 

ご つんと 叩いたり して、 それが 切っ掛けで また 暄嘩 だ。 

十 年 も それが 続いた から、 母屋の 嫂 もさす がに、 こん 



けて いもりの 雄 雌 二 匹 を 買った。 

帰り 途、 二つ 井戸 下 大和 橋 東 詰で 三色う いろと、 そ 

の 向いの 蒲鋅屋 で、 晚の お菜の 三杯酢に する 半 助と は 

んぺん を 買って、 下 寺 町の わが 家に 戻る と、 早速 亭主 

の 下帯へ こっそり いもりの 一匹 を 縫い こんで 置き、 自 

分 もまた 他の 一 匹 を 身に 帯びた。 

ちかごろ ヴ イタ ミン C や B の 売薬 を 何となく 愛用し 

ている 私 は、 いもりの 黒 焼の 効能 なぞに は 自然 疑い を 

もつ ので あるが、 けれども 仲の 悪い 夫婦の ような 場合 

は、 効能が 現われる という 信念な り 期待な り を 持って 

いると、 つい 相手の 何でもない 素振りが 自分に 惚れ 出 



た、 そこの 蜜豆が 好きで、 というと いかにも だら しが 

ない が、 とにかく その 蜜豆 は 一風 変って いて 氷の かい 

たの をのせ、 その上から 車の 心棒の 油みたい な 色 をし 

た、 しかし 割に 甘 さの しっこくない 蜜 を かぶせて 仲々 

味が 良い ので、 しばしば 出掛け、 なん や あの人 男 だて 

ら にけ つたいな 人 やわと いう 娘た ちの 視線 を、 随分 狼 

狽 して 甘受す るので ある。 

五 年 前、 つまり 私が 二十 三 歳の 時、 私 はかな リ肩入 

れ をして いた K という 少女と 二人で いそいそと 「月ケ 

瀬」 へ 行った。 はいるな り K という 少女 は あん 蜜 を 注 

文した が、 私 は おもむろに 献立表 を 観察して、 ぶぶ 漬 



という 字が 眼に はいると、 いきなり 空腹 を 感じて、 ぶ 

ぶ漬を 注文した。 やらし 人 やなと いう K の 言葉 を 平然 

と 聞 流しながら、 生唾 をのみ こみの みこみ、 ぶぶ 漬の 

運ばれて 来る の を 待って いると、 やがて、 お待ち どう 

さんと 前へ 据えられた 途端、 ぁッ、 思わず 顔が 赧く なつ 

て、 こと もあろう に それ はお 櫃 ではない か。 おまけに 

文楽の 人形芝居で 使うよう な 可愛らし いお 櫃 である。 

見渡す と、 居並ぶ 若 い 娘た ち は 何れも しるこ ゃぜ んざ 

いなど 極めて 普通の、 この 場に 適しい もの を 食べて い 

ままごと 

る。 私 一人 だけが 若い 娘た ちの 面前で、 飯事の ように 

ぉ櫃を 前にして 赧く なって いるの だ。 ク スクス という 



笑 い 声 もき こえた。 K はさす がに 笑い はしなかった が、 

うちい やや わと 顔をしかめ ている。 しかし、 私 は大ぃ 

に 勇 を 鼓して ぉ櫃 から 御飯 をよ そって 食べた。 何たる 

ことか 裕 然と 構えて 四 杯 も 平げ たので ある。 しかも あ 

とお 茶 をす すり、 爪 楊子 を 使う と は、 若気の 至り か、 

厚顔し いの か、 ともあれ 色気 も 何もあった もので はな 

く、 K は プリ プリ 怒り 出して、 それが 原因で かなり 見 

るべき ところの あった その 恋 も 無残に 破れて しまった 

ので ある。 けれども 今 もな お 私 は 「月ケ 瀬」 のぶぶ 漬 

に 食指 を 感ずる ので ある。 そこの 横丁に ある 「木の実」 

へ 牛肉の 山 椒焼ゃ 焼う どん や 肝と セロリ ー の バタ 焼な 



ど を 食べに 行く たびに、 三度のう ち 一 度ぐ らい はぶぶ 

漬を 食べ て 見ようかと ふと 思う の は、 そのぶ ぶ 漬の味 

がよ いという ので はなく、 しるこ 屋で ぶぶ 漬を 売る と 

いう こと や、 文楽 芝居の ような ぉ櫃に 何となく 大阪を 

感ずる からで ある。 

私の 失恋 はぶぶ 漬が 直接の 原因に な つ たけれ ど、 一 

つに は K の 女友達の 「亀さん」 が 私 を 一 目 見て、 なん 

や、 あの人 ひとの 顔 もろく ろくよう 見ん と おずおずし 

たはる やない の、 作文つ くるの を 勉強した はるいう け 

どちつと も 生活 能力 あれ へん やない のと、 K に 私の こ 

と を 随分く さした からで ある。 「亀さん」 は ある デパ ー 



の 眼に 水 を 掛け、 た わしで ごし ごし 洗う と 眼病が 癒り、 

足の 悪い 人なら 足のと ころ を 洗う と 癒る とのこと で、 

阿呆らし いこと だけれ ど 年中 この 石 地蔵 は 濡れて いる。 

水垢で 赤く 鏽び ついていて、 おまけに 眼 鼻 立 ははつ き 

リ 判別 出来ぬ ほどす り 切れて いて 胸の あたりな ど 痛々 

しい。 ときには 洋装の 若い 女が 来て、 しきりに 洗って 

いると F さんに きいて、 私 は 何となく 心を惹 かれ、 用 

事の あるな しに つけ 千日 前へ 出る たびに この 寺に は 

いって、 地蔵の 前 を ぶらぶら うろうろした。 そして あ 

る 日、 遂に 地蔵の 胸に 水 を 掛け 水 を 掛け、 た わしで 洗 

い 洗いして いる 洋装の 女 を 見つけた。 ふと 顔 を 見る と、 



いかと、 言う。 つまり、 浅 草 寺が 「東京の 顔」 だとす 

ると、 法 善 寺 は 「大阪 の 顔」 なので ある。 

法 善 寺の 性格 を 一口に 説明す るの は むずかしい。 つ 

まり は、 ややこし いお 寺な ので ある。 そして また 「や 

や こしい」 という 大阪 言葉 を 説明す るの も、 非常に や 

や こしい。 だから 法 善 寺の 性格 ほど 説明の 困難な もの 

はない。 

例えば 法 善 寺 は 千日 前に あるの だが、 入口が 五つ あ 

る。 千日 前 (正確に 言えば、 千日 前から 道頓堀 筋へ 行 

く 道) からの 入口が 二つ ある。 道頓 堀からの 入口が 一 

つ ある。 難 波 新地からの 入口が 二つ ある。 どの 入口 か 



ら はいって、 どこへ 抜け出ようと 勝手で ある。 はいる 

目的に よって、 また 地理 的な 便利、 不便 利に よって、 

どうもぐ りこもうと、 勝手で ある。 誰も 文句 はい わな 
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しかし、 少く とも 寺と 名のつ く 以上、 れっきと した 

表門 は ある。 千日 前から 道頓堀 筋へ 抜ける 道の、 丁度 

真中ぐ らいの、 蓄音機 屋と 洋品 屋の 間に、 その 表門が 

ある。 

表門の 石の 敷居 を またいで 一歩 はいると、 なに か 地 

面がず り 落ちた ような 気がする。 敷居の せいか も 知れ 

ない。 あるいは、 われわれが 法 善 寺の 魔法の マントに 



ん だら、 何に 効く のか、 われわれに はわから ない。 

しかし、 彼女た ち は 知っている。 彼女た ち —— すな 

わち、 此の 界隈で 働く 女た ち、 丸鬅の 仲居、 パァ マネ 

ント. ゥェ— ヴ をした 職業婦人、 もつ さりした 洋髪の 

娼妓、 こつ ぼり を はいた 半玉、 そして 銀杏 返し や 島 田 

の 芸者た ち …… 高下駄 を はいて コ— トを 着て、 何 ごと 

かぶつぶ つ 願 を 掛けて いる —— 雨の 日 も 欠かさな いの 

だ。 

彼女た ち はた だ 願掛けの 文句 を 拝む だけで は、 満足 

出来ない。 信心に は 形式が いる。 そこで、 たとえば 不 

動 明 王の 前に は 井戸が ある。 この 井戸の 水 を 「洗 心 水」 
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